
検査の流れ

July 2022

①追加分泌を補うインスリン製剤
 食事をとった際に急激に上がる血糖値に対応します
 ●超速攻型・速攻型のタイプ
 
②基礎分泌を補うインスリン製剤
作用は24時間程度持続します
●中間型・持効型のタイプ

③追加分泌と基礎分泌の両方を補うインスリン製剤
●配合型・混合型のタイプ
※混合の比率によりさまざまな種類があります

天満糖尿病対策チーム

T4 糖尿病だより7月号

糖尿病早期検診糖尿病早期検診

1,000円1,000円（税込）

まずは10分でわかるスピード検診！

検査項目 ●血糖…検査時点での血糖値を測定します。
●HbA1c…過去1～2ヶ月内の
　　　　　血糖の平均を測定します。

受付→血圧→ 採血→結果説明→終了

※要予約

8/1（月）朝9時～／＠天満病院外来待合室
『糖尿病の合併症について』
※詳しくは天満病院受付までお問い合わせください。

特集テーマ

研究者のたゆまぬ努力で、日々進化し続ける糖尿病薬！
効果的に活用しながら、健康を維持していきましょう！ 

今月のPOINT！

所要時間
約10分約10分

詳細はこちらから

インスリン製剤とは
膵臓から分泌され、生体内で血糖値を下げることができる唯一のホルモン。遺伝子工学の
進歩によりヒトインスリンを大量に生産することができるようになり、効果の発現時間や
持続時間の調節された製剤ができた。

インスリン製剤は作用のタイプにより大きく3つに分けることができます。

インスリンの種類

GLP-1とは消化管から分泌されるホルモン（インクレチン）の１種。膵臓のβ細胞に作用
し、膵臓からインスリンを分泌させることができる。

GLP-1受容体作動薬とは

投与頻度の違いによって１日1～2回注射するタイプと週１回注射するタイプがあります。
・１目盛り≠1単位
・インスリン製剤と配合された製品もある。
・最近では内服薬もできました。
※膵臓からのインスリン分泌が不足している方には適しません。
※単独では、低血糖を起こしにくい。

GLP-1受容体作動薬の種類


